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各地区の委員さんの紹介／
「民生委員・児童委員とは」／など

新しい民生委員・児童委員（主任児童委員）の皆さんです

小学生議員の質問要旨と答弁
瑞浪市子ども議会

均等割額と所得割率／
低所得者の軽減について／など

後期高齢者医療制度の保険料率が決まりました

児童・生徒食器デザイン展表彰式／
土岐町で「水源の森づくり」／など

みんなの広場

子どもたちのストレスの状況／
歯みがき指導と早期治療／など

シリーズ「みずなみ健康21」

２～３

４～６

７

８～９

10

来月のミニ展／図書館リニューアル完成／
「渡辺家覚書」発売／など

図書館だより

「学校は元気です」明世小学校／
生涯学習活性化モデルグループの紹介／など

はぐくみ

クリーンセンターからのお知らせ／
入札参加者受付のお知らせ／など

お知らせ

健康標語の優秀作品発表／
予防しよう！インフルエンザ／など

健康だいすき

戸籍の届出／ごみの収集／
歯科休日在宅当番医／など

年末年始の業務のお知らせ

11

12

13～14

15

16

▲「はふぃ…あふい (熱い )」寒い季節はほっかほかの焼いもで…
集めた落ち葉で焼きいも会（11月 29日　稲津幼児園）
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岩
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３
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６
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︵
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︶
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仲
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︵
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︶
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薬
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１
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５
丁
目
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東　

光
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山
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3
～
5
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山
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俊
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月
吉
１
～
３
号

河
村　

純
子　

月
吉
４
～
６
号

岩
島
た
ず
江　

川
折
、
山
の
田
１･

２
号

大
島　
　

強　

産
郷
、
中
屋
敷
、

　
　
　
　
　
　

棚
田
山

大
嶽　

美
晴　

五
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、
神
戸 

、
三
角

和
田　

秀
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羽
広
、
下
小
里

土
屋　

敏
子　

須
の
宮
、
釜
糠
、

　
　
　
　
　
　

桜
ケ
丘

小
栗
眞
理
子　

河
原
、
小
井
戸
、
中
洞
、

　
　
　
　
　
　

水
洗

工
藤
ま
す
子　

上
平
、
大
牧
、
斧
池
、
学
園

民
生
委
員
の
任
期
が
今
年
11
月
末
日
で
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
新
し
く
93
人
の
方
が
民
生

委
員
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
お
り
、
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
助
言
な
ど
の
援
助
を
行
う
こ
と
な
ど
を
職
務
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

任
期
は
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

瑞
浪
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

土
岐
地
区

明
世
地
区

稲
津
地
区

塚
本
和
香
子　

南
小
田
町
３
丁
目
、

　
　
　
　
　
　

西
小
田
町
１
・
２
丁
目
と
隣

　
　
　
　
　
　

接
す
る
小
田
町

成
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清
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南
小
田
町
２
・
４
丁
目
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事
業
団
ア
パ
ー
ト
と
隣
接
す

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
主
任
児
童
委
員
）
の
皆
さ
ん
で
す
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和
恵　

土
岐
地
区
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区
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区

井
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津
子　
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釜
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湫
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奥
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直
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日
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担当区域内の住民の実態や福祉ニーズを日常的に把握します。

住民が抱える問題について、相手の立場に立ち、親身になって相談に応じます。

社会福祉の制度やサービスについて、その内容や情報を住民に的確に提供します。

住民が、個々の福祉ニーズに応じた福祉サービスが受けられるよう、関係行政機

関、施設・団体等に連絡し、必要な対応を促すパイプの役割を務めます。

住民の福祉ニーズに対応し、適切なサービスの提供が図られるように支援します。

住民の求める生活支援活動を自ら行い、支援体制をつくっていきます。

活動を通じて得た問題点や改善策についてとりまとめ、必要に応じて民生委員・児

童委員協議会を通して、関係機関などに意見を提起します。

社 会 調 査 活 動

相 談 活 動

情 報 提 供 活 動

連 絡 通 報 活 動

調 整 活 動

生 活 支 援 活 動

意 見 具 申 活 動

「民生委員」は民生委員法によって設置が定められており、「児童委員」は児童福祉法によって民生委員が

兼ねることとなっています。また、民生委員・児童委員の中に児童福祉問題を専門に担当する「主任児童委

員」が設置されています。

「民生委員・児童委員」は、担当区域を基盤に、住民の立場に立った地域のボランティアとして、住民と

の連帯感をもった自発的活動を行うとともに、関係行政機関の業務にも協力する姿勢をもっています。

「民生委員・児童委員」の活動の基本は、次のとおりです。

陶
地
区

釜
戸
・
大
湫
地
区

主
任
児
童
委
員

日
吉
地
区

「民生委員・児童委員」とは？
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11
月
11
日
、
第
5
回
瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
が
市
議
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
内
の
小

学
6
年
生
13
人
が
議
長
や

議
員
と
し
て
参
加
。
普
段

感
じ
て
い
る
疑
問
や
要

望
、
未
来
の
夢
な
ど
を
発

表
し
、
市
執
行
部
と
活
発

な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
「
横
断
歩
道
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」

横
断
歩
道
が
少
な
く
通
学
の

と
き
危
険
で
す
。
安
心
し
て
学
校

へ
行
け
る
よ
う
、
横
断
歩
道
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
水
野
経
済
環
境
部
次
長
）

市
で
は
、
少
し
で
も
交
通
事
故
が
な
く
な
る
よ
う
に
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
、
歩
行
者
や
車
両
の
通
行
量
の
多
い
危
険

な
と
こ
ろ
に
、
横
断
歩
道
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
の
要
望
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
た
な
横
断
歩
道
の
設
置
は
、
県
の
公
安
委
員
会
が
歩
行

者
数
や
交
通
量
お
よ
び
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
た
上
で

行
い
ま
す
。

提
案
い
た
だ
い
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
横
断
歩
道
の
設
置

が
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
市
か
ら
県
の
公
安
委
員
会
へ
設

置
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
地
震
災
害
ゼ
ロ
の
市
を

目
指
し
て
」

大
地
震
に
備
え
、
防
災
用
具
の

配
布
や
高
齢
者
の
安
全
確
保
、
避

難
看
板
の
設
置
な
ど
防
災
対
策

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
奥
村
総
務
部
長
）

東
海
・
東
南
海
地
震
と
い
う
大
き
な
地
震
が
、
今
後
30
年

以
内
に
、
高
い
確
率
で
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
こ
う
し
た
災
害
時
に
被
害
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、
家
庭
で
で
き
る
こ
と
は
家
庭
で
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
は
地
域
で
、
そ
し
て
、
自
治
体
で
行
う
こ
と
は
自
治
体
で

と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。　

皆
さ
ん
も
「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
「
プ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
造
っ
て
ほ
し
い
」

家
族
や
友
達
と
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
施
設
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

　
　
（
熊
谷
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
維
持
・
運
営
し
て
い
く
に
は
、
多
額
の

費
用
が
必
要
で
す
。
古
く
な
れ
ば
建
て
替
え
も
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
再
開
す
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
施
設
の
利
用
者
数
や
管
理
費
等

を
考
え
、
建
設
し
な
い
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

等
に
入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
み
え
ま

す
。ま
た
、家
族
や
友
達
と
手
軽
に
楽
し
め
る
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
た
ち
で
家
族
や
友
達
と
遊
ぶ
方

法
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

な
お
市
民
公
園
付
近
に
は
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

陸
上
競
技
場
や
芝
生
公
園
等
の
施
設
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
施
設
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
旨

要
旨

要
旨

答
弁

答
弁

答
弁

１
、
鈴
木　

祐
美　

さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

３
、
河
本　

純
佳 

さ
ん

（
稲
津
小
学
校
）

２
、
山
内　

芽
衣 
さ
ん

（
土
岐
小
学
校
）

質
問
要
旨
と
答
弁
（
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
）

瑞
浪
市
子
ど
も
議
会
開
催

「
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
か
ら
の
提
案
」

議長　土井　淳平　さん
（陶小学校）
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「
自
然
豊
か
な
瑞
浪
市
の

ま
ま
で
」

食
糧
の
自
給
や
、
環
境
を
守
る

た
め
に
も
、
田
や
森
を
そ
の
ま
ま

の
形
で
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
（
増
尾
経
済
環
境
部
長
）

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
、
米
な
ど
の
消
費
が
落
ち
込
ん
だ

結
果
、
耕
作
さ
れ
ず
に
荒
れ
て
し
ま
う
農
地
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

今
年
か
ら
は
こ
う
し
た
土
地
を
含
め
、
地
域
の
環
境
は
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
で
管
理
し
て
い
こ
う
と
い
う「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
と
い
う
取
り
組
み
が
市
内

24
の
地
域
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
休
耕
し
て
い
る
田
を

活
用
す
る
た
め
、
特
産
品
化
を
目
指
し
た
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」

の
栽
培
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
に
は
、
水
を
蓄
え
た
り
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
酸

素
を
供
給
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
機
能
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
森
林
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
法
律
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
簡
単
に
開
発
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
安
心
し
て
楽
し
く
遊
べ

る
公
園
を
」

稲
津
町
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
安
心
し
て
楽
し
く
使
え
る

公
園
を
造
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
（
有
賀
市
民
福
祉
部
長
）　

　

新
た
に
児
童
遊
園
地
を
造
る
場
合
は
、
市
で
土
地
の
整
備

や
遊
具
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
や
区
長
さ
ん
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
稲
津
町
に
は
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う
な

広
い
公
園
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
稲
津
小
学
校
や
中
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
な
ど
を
、
学
校
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
開
放
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
場
所
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
瑞
浪
市
の
自
然
」

市
で
は
、
自
然
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ど
ん
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。
化

石
公
園
周
辺
を
整
備
し
て
「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ
」
を
取
り
入
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
（
経
済
環
境
部
次
長
）

市
で
は
、
平
成
14
年
4
月
に
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、自
然
を
守
る
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
自

然
ふ
れ
あ
い
館
」
を
釜
戸
町
の
竜
吟
峡
に
設
置
し
、
地
域
の

自
然
の
紹
介
と
体
験
講
座
に
よ
る
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

化
石
公
園
の
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
提
案
し
て
い
た

だ
い
た
よ
う
に
、
草
木
の
名
前
を
書
い
た
看
板
を
設
置
し
た

り
、
展
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
自
然
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
で
き
る
か
考

え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ビ
ン
ゴ
」
は
、
屋
外
で
健
康
的
に

楽
し
み
な
が
ら
学
習
で
き
ま
す
の
で
、
今
後
イ
ベ
ン
ト
等
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の

交
流
の
場
を
」

お
年
寄
り
と
子
ど
も
が
交
流

で
き
る
場
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
体
育
館
に
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
市
民
福
祉
部
長
）　

お
年
寄
り
の
方
の
経
験
や
体
験
、そ
し
て
多
く
の
知
恵
を
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ

と
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、「
長
寿
ク
ラ
ブ
」
や

「
寿
大
学
」、
ま
た
学
校
、
地
域
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
こ
う

し
た
場
が
増
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
西
側
駐
車
場
か
ら
館
内
に

入
る
に
は
、
階
段
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス

と
経
費
の
関
係
で
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
か
、
東
側
駐
車
場
を
利

用
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

な
お
、今
後
整
備
し
て
い
く
公
共
施
設
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
施
設
に
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　
「
小
樽
公
園
に
ト
イ
レ
の

設
置
を
」

ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
、
利
用
者

が
長
い
時
間
楽
し
み
な
が
ら
過

ご
せ
る
公
園
に
な
る
と
思
う
。

　
　（
千
藤
建
設
水
道
部
長
）

市
役
所
東
隣
り
に
あ
る
小
樽
公
園
の
利
用
者
は
、
近
隣
住

民
の
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ト
イ
レ
を

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、管
理
を
地
元
で
し
て
い
た
だ
く「
里

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

４
、
酒
井　

香
音 

さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

６
、
渡
辺　

理
子　

さ
ん

（
日
吉
小
学
校
）

７
、
伊
藤　

豪
志　

さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

８
、
小
木
曽　

有　

さ
ん

（
土
岐
小
学
校
）

５
、
土
屋　

智
寛　

さ
ん

（
稲
津
小
学
校
）
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親
制
度
」
で
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
公
園
も
あ
り
ま
す
。
地
元

で
長
期
に
渡
り
管
理
し
て
い
た
だ
け
る｢

里
親｣

が
あ
る
場

合
は
、
設
置
に
向
け
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
利
用
者
で
ト
イ
レ
を
使
用
し
た
い
方
に
は
、
道
路
向

か
い
の
市
役
所
の
車
庫
棟
の
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
位
置
が
よ
く
分
か
る

よ
う
に
、
早
急
に
案
内
板
を
設
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
釜
戸
・
大
湫
を
ゴ
ミ
の

な
い
美
し
い
ま
ち
に
」

ポ
イ
捨
て
対
策
と
し
て
、
ゴ
ミ

拾
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
看
板
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
（
経
済
環
境
部
次
長
）

市
で
は
、
平
成
9
年
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
す
る

中
で
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
決
ま
り
と
し
て｢

瑞
浪
市
ま

ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例｣

を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で

「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄

な
ど
を
監
視
す
る
た
め
に
、
30
人
の
方
に
環
境
美
化
監
視
員

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
活
動
は
、
各
地
域
に
お
い

て
自
治
会
や
子
ど
も
会
、
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
輪
が
さ
ら
に

広
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
要
望
に
対
し
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
や
「
犬
の
フ
ン
禁
止
」

の
イ
ラ
ス
ト
看
板
を
渡
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地
区
に

「
不
法
投
棄
監
視
地
区
」
と
記
載
し
た
畳
１
枚
ほ
ど
の
大
き

な
看
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
化
石
の
ま
ち
瑞
浪
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

他
の
地
域
、
他
の
県
か
ら
も
っ

と
多
く
の
人
を
呼
ぶ
た
め
に
「
化

石
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
経
済
環
境
部
長
）

市
で
は
、
瑞
浪
の
化
石
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
化
石
博
物
館
や
野
外
学
習
地
を
掲
載
し
た
り
、

機
会
を
捉
え
て
雑
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
化
石
博
物
館
で
も
特
色
あ
る
展
示
会
や
講
座
を
開

催
し
、
化
石
や
地
質
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
に
は
、
化
石
以
外
に
も
中
山
道
や
み
ず
な
み
焼
、

世
界
一
の
こ
ま
犬
な
ど
、
全
国
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
る
な
ど
、
機
会
あ
る
ご
と
に
Ｐ
Ｒ
し
、
瑞
浪
市

に
訪
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
大
川
に
歩
道
橋
を
設
置

で
き
な
い
か
」

登
校
す
る
時
に
危
険
な
の
で
、

交
通
量
の
多
い
大
川
の
交
差
点

に
歩
道
橋
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
建
設
水
道
部
長
）　

希
望
ヶ
丘
団
地
か
ら
登
校
す
る
時
に
横
断
す
る
道
路
は
、

県
が
管
理
し
て
い
る
国
道
３
６
３
号
線
と
主
要
地
方
道
瑞
浪

大
野
瀬
線
の
交
差
点
と
な
っ
て
お
り
、
中
馬
街
道
の
歴
史
に

育
ま
れ
た
陶
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

も
意
見
を
伺
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
交
通
量
や
歩
行
者
数
な
ど

を
調
査
し
、
学
童
の
皆
さ
ん
か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
、
安
全

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
県
の
担
当
部
局
に
お
願
い

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
橋
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
、

陶
町
の
『
ド
リ
ー
ム
ブ
リ
ッ
ジ
』
と
な
る
よ
う
に
、
絵
を
描

く
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
「
化
石
を
広
く
知
っ
て
ほ

し
い
」

化
石
公
園
を
も
う
少
し
広
く

し
、
化
石
の
紹
介
を
し
た
り
、

化
石
の
形
の
楽
し
い
遊
具
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

　
　
（
建
設
水
道
部
長
）

遊
具
の
あ
る
芝
生
広
場
付
近
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
市
民

公
園
の
再
整
備
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

こ
れ
は
、
現
在
の
芝
生
広
場
と
地
球
回
廊
の
間
に
、
せ
せ

ら
ぎ
を
取
り
入
れ
た
芝
生
の
広
場
を
整
備
し
、「
あ
ず
ま
や
」

や
遊
具
な
ど
を
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
設
置
す
る
と
い
う
計

画
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
具
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
案
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
化
石
の
宝
庫
で
あ
る
瑞
浪
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
市
民
公
園
を
訪
れ
る
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
、
楽

し
ん
で
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
公
園
整
備
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
旨

要
旨

要
旨

要
旨

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

９
、
安
藤　

佳
起　

さ
ん

（
釜
戸
小
学
校
）

10
、
加
治
木 

雅
人
さ
ん

（
瑞
浪
小
学
校
）

12
、
林　

和
輝
さ
ん

（
明
世
小
学
校
）

11
、
鈴
木　

佳
貴
さ
ん

（
陶
小
学
校
）



7 瑞浪市役所　☎68-2111

後期高齢者医療制度は、現行の老人保健制度に代わって、平成20年４月から始まる 75歳（一定の障害
のある人は 65歳）以上の方を対象（被保険者）とした新しい医療制度です。
保険料は、下記のとおり算定し、被保険者のすべての方に負担していただくことになります。

①後期高齢者医療保険料は、１人当たりいくらと決められる均等割額と、被保険者の所得に応じて決め
られる所得割額を合計して、個人単位で納付していただきます。

②所得割額は、被保険者本人の基礎控除（33万円）後の総所得金額等をもとに計算されます。

③賦課限度額は 50万円（年額）です。

④平成20・21年度の保険料率

⑤１人当たり保険料試算（単身世帯で公的年金収入のみの場合）

⑥低所得者の軽減について
被保険者のうち、同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額等の合計額が下記の金額以下の
場合、均等割額が軽減されます。

基礎控除額（33万円）・・・・・７割軽減
基礎控除額（33万円）＋〔24.5万円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・５割軽減（２人以上の世帯のみ）
基礎控除額（33万円）＋〔35万円×被保険者数〕・・・・・・２割軽減

※国保と同様、公的年金控除を受けた方については、総所得金額等から15万円を控除して適用します。

⑦社会保険や共済組合保険の被扶養者の方は、加入時より２年間は均等割額のみで、これを５割軽減し
た額の保険料となります。
　また、平成20年４月から９月まで半年間は保険料を徴収せず、平成20年10月から平成21年３月まで
の半年間は均等割額を９割軽減した額が保険料となります。（所得割額は賦課されません）

◎問合せ　岐阜県後期高齢者医療広域連合　☎058-387-6368
　　　　　瑞浪市保険年金課　医療給付係　☎内線113・114

均　等　割　額
所　得　割　率

39,310円
7.39％（0.0739）

公的年金収入

年　　額

月額換算

保
険
料

140万円以下

11,700円

975円

160万円

16,900円

1,408円

180万円

51,400円

4,283円

200万円

66,100円

5,508円

203.1万円

76,300円

6,358円

210万円

81,400円

6,783円

240万円

103,600円

8,633円

280万円

133,100円

11,091円

平成20年４月 10月 平成21年４月 平成22年３月

無料 3,900円/ 半年 19,600円/ 年

『後期高齢者医療制度の保険料率が決まりました』

保険料額（年額）＝均等割額＋所得割額
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生涯学習施設　1月の休館日生涯学習施設　1月の休館日

善
意
善
意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

水野大也ちゃん
（２歳）　陶町

みずの だいや

後藤彩七ちゃん
（２歳）　陶町

ごとう あやな

11
月
19
日
、
日
吉
小
中
学
校
で「
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
、
児
童

生
徒
200
人
が
、
町
内
在
住
の
ホ
ル
ン
奏
者
、

吉
積
光
二
さ
ん
が
所
属
す
る「
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ジ
ョ
カ
ー
レ
」の
管
楽
曲
を
楽
し

み
ま
し
た
。

途
中
、
児
童
ら
が
プ
ロ
の
演
奏
に
指
揮

者
と
し
て
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

手
の
振
り
方
ひ
と
つ
で
曲
の
雰
囲
気
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
体
験
し
て
学
び

ま
し
た
。
い
つ
も
と
〝
何
か
〞
が
違
う
名

曲
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

日
吉
中
の
田
中
麻
莉
子
さ
ん
は「
今
日

の
す
て
き
な
演
奏
を
、
自
分
た
ち
の
合
唱

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
生
か
し
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

11
月
17
・
18
日
、
第
12
回
瑞
浪
市
児

童
・
生
徒
食
器
デ
ザ
イ
ン
展
が
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
市
内
の
小
中
学
生
の
作
品

２
，２
３
２
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入

選
・
入
賞
作
品
130
点
が
展
示
さ
れ
、
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り﹇
敬
称
略
﹈

・
市
長
賞
　
　
小
木
曽
日
向
子
（
陶
　
小
）

・
教
育
長
賞
　
古
野
　
舜
也
（
瑞
浪
小
）

・
所
長
賞
　
　
松
原
　
光
里
（
瑞
浪
小
）

・
理
事
長
賞
　
三
木
萌
々
子
（
明
世
小
）

・
　
〃
　
　
　
中
村
　
紗
希
（
瑞
浪
小
）

・
　
〃
　
　
　
須
藤
　
祥
太
（
稲
津
小
）

・
　
〃
　
　
　
鈴
木
　
千
晴
（
稲
津
小
）

・
　
〃
　
　
　
梅
村
　
琴
里
（
陶
　
中
）

12
月
１
日
、
土
岐
町
桜
堂
区
の
住
民
ら

が
、「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
名
古
屋
工
場
」が
主

催
す
る「
水
源
の
森
づ
く
り
」活
動
に
参
加

し
、
区
内
の
山
林
の
下
刈
り
作
業
や
施
肥

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
同
工
場
が
水
源
と
な
る

森
林
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
地
元
の「
桜
堂
緑
地
整
備
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」の
協
力
を
も
と
に
、

平
成
17
年
に
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に
、

ナ
ラ
や
桜
な
ど
の
苗
木
を
植
樹
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
３
年
目
を
迎
え
る
苗
木
に
、

肥
料
を
与
え
た
り
下
草
を
刈
る
な
ど
、
苗

木
が
育
ち
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
、
同
社

の
社
員
や
地
元
住
民
ら
140
人
が
力
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
釜
戸
駅
か
ら
大
湫
町

を
め
ぐ
る
全
長
約
13
㎞
の
コ
ー
ス
で「
秋

の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開
催
さ

れ
、
約
２
，８
０
０
人
の
参
加
者
が
す
が

す
が
し
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
釜
戸
駅
を
出
発
し
、
紅
葉

が
見
ご
ろ
の
竜
吟
峡
や
、
大
湫
の
宿
場
町

の
風
景
に
時
お
り
足
を
止
め
て
、
思
い
出

の
１
枚
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

途
中
、
し
し
鍋
や
焼
き
魚
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
の
舌
も
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

愛
知
県
か
ら
参
加
し
て
い
た
林
美
智
子

さ
ん
は「
釜
戸
・
大
湫
は
古
い
も
の
や
手

づ
く
り
の
も
の
に
あ
ふ
れ
、
懐
か
し
い
感

じ
が
し
ま
し
た
。
温
か
み
が
い
っ
ぱ
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
平
成
19
年
度
人
権
書
道
展

の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

27
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
書
道
展

に
は
、
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
か
ら
２
，

６
５
９
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

市
長
賞
や
法
務
局
長
賞
な
ど
68
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

水
野
市
長
は「
人
権
に
対
す
る
強
い
意

識
が
込
め
ら
れ
た
作
品
ば
か
り
。
皆
さ
ん

が
持
つ
人
権
へ
の
思
い
を
、
家
族
や
ま
わ

り
の
友
達
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
12
月
に
市
役
所
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
の

力
強
い
筆
づ
か
い
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
瑞
浪
市
を
題
材
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が

放
送
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐
阜
テ
レ
ビ

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市
」

『
ふ
る
さ
と
屏
風
山

〜
屏
風
山
と
黒
の
田
東
湿
地
保
護
〜
』

12
月
27
日（
木
）
18
時
10
分
〜

お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル
特
別
番
組

『
バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル

〜
バ
サ
ラ
の
街
で
学
ぶ
こ
と
〜
』

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
４
日（
金
）

９
時
30
分
〜
・
12
時
30
分
〜
・
22
時

30
分
〜

11
月
29
日
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
加
藤
文
子
さ
ん（
陶
町
大
川
）が
、
市

役
所
を
訪
れ
、
水
野
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
、

保
護
司
と
し
て
犯
罪
の
防
止
と
更
生
保
護

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

加
藤
さ
ん
は

「
こ
れ
を
機
会

に
こ
れ
か
ら
も

犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
尽

力
し
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し

た
。

11
月
18
日
、
北
小
田
町
の
瑞
浪
中
央
公

園
で
、「
第
42
回
瑞
浪
市
農
業
祭
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
生
産
農
家
と
消
費
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
も
大

勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
地
元
産
の
新
鮮
な
農
産

物
が
並
べ
ら
れ
、
買
い
物
客
は
手
に
取
り

な
が
ら
品
定
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

バ
タ
ー
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
や
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
今
回
は
、
市
の
特
産
品「
マ
コ

モ
タ
ケ
」を
使
っ
た
料
理
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。１～４日、７日、15～16日、21日、28日

１～４日、７日、15～16日、21日、25日、28日
１～４日、８日、15～16日、22日、29日

１～４日、７日、15～16日、21日、28日、
31日

１～３日、７日、15～16日、21日、28日

総合文化センター
市 民 図 書 館
市 民 体 育 館
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド

▽
奥
村
研
二
様（
土
岐
町
）

五
十
万
円
　
消
防
団
活
動
に

8平成19年12月15日
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、
地
元
の「
桜
堂
緑
地
整
備
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」の
協
力
を
も
と
に
、

平
成
17
年
に
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に
、

ナ
ラ
や
桜
な
ど
の
苗
木
を
植
樹
し
て
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
３
年
目
を
迎
え
る
苗
木
に
、

肥
料
を
与
え
た
り
下
草
を
刈
る
な
ど
、
苗

木
が
育
ち
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
、
同
社

の
社
員
や
地
元
住
民
ら
140
人
が
力
を
合
わ

せ
ま
し
た
。

11
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
釜
戸
駅
か
ら
大
湫
町

を
め
ぐ
る
全
長
約
13
㎞
の
コ
ー
ス
で「
秋

の
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」が
開
催
さ

れ
、
約
２
，８
０
０
人
の
参
加
者
が
す
が

す
が
し
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
釜
戸
駅
を
出
発
し
、
紅
葉

が
見
ご
ろ
の
竜
吟
峡
や
、
大
湫
の
宿
場
町

の
風
景
に
時
お
り
足
を
止
め
て
、
思
い
出

の
１
枚
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
い
ま
し
た
。

途
中
、
し
し
鍋
や
焼
き
魚
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
の
舌
も
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

愛
知
県
か
ら
参
加
し
て
い
た
林
美
智
子

さ
ん
は「
釜
戸
・
大
湫
は
古
い
も
の
や
手

づ
く
り
の
も
の
に
あ
ふ
れ
、
懐
か
し
い
感

じ
が
し
ま
し
た
。
温
か
み
が
い
っ
ぱ
い
で

す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
平
成
19
年
度
人
権
書
道
展

の
表
彰
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、
受
賞
者

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

27
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
書
道
展

に
は
、
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
か
ら
２
，

６
５
９
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら

市
長
賞
や
法
務
局
長
賞
な
ど
68
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

水
野
市
長
は「
人
権
に
対
す
る
強
い
意

識
が
込
め
ら
れ
た
作
品
ば
か
り
。
皆
さ
ん

が
持
つ
人
権
へ
の
思
い
を
、
家
族
や
ま
わ

り
の
友
達
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
12
月
に
市
役
所
の
ロ

ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
は
そ
の

力
強
い
筆
づ
か
い
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
瑞
浪
市
を
題
材
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が

放
送
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐
阜
テ
レ
ビ

「
あ
な
た
の
街
か
ら
瑞
浪
市
」

『
ふ
る
さ
と
屏
風
山

〜
屏
風
山
と
黒
の
田
東
湿
地
保
護
〜
』

12
月
27
日（
木
）
18
時
10
分
〜

お
り
べ
チ
ャ
ン
ネ
ル
特
別
番
組

『
バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル

〜
バ
サ
ラ
の
街
で
学
ぶ
こ
と
〜
』

12
月
29
日（
土
）〜
１
月
４
日（
金
）

９
時
30
分
〜
・
12
時
30
分
〜
・
22
時

30
分
〜

11
月
29
日
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
加
藤
文
子
さ
ん（
陶
町
大
川
）が
、
市

役
所
を
訪
れ
、
水
野
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
り
、

保
護
司
と
し
て
犯
罪
の
防
止
と
更
生
保
護

活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

加
藤
さ
ん
は

「
こ
れ
を
機
会

に
こ
れ
か
ら
も

犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
に
尽

力
し
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し

た
。

11
月
18
日
、
北
小
田
町
の
瑞
浪
中
央
公

園
で
、「
第
42
回
瑞
浪
市
農
業
祭
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
生
産
農
家
と
消
費
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
も
大

勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
地
元
産
の
新
鮮
な
農
産

物
が
並
べ
ら
れ
、
買
い
物
客
は
手
に
取
り

な
が
ら
品
定
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

バ
タ
ー
づ
く
り
体
験
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
や
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
ほ
か
、
今
回
は
、
市
の
特
産
品「
マ
コ

モ
タ
ケ
」を
使
っ
た
料
理
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。１～４日、７日、15～16日、21日、28日

１～４日、７日、15～16日、21日、25日、28日
１～４日、８日、15～16日、22日、29日

１～４日、７日、15～16日、21日、28日、
31日

１～３日、７日、15～16日、21日、28日

総合文化センター
市 民 図 書 館
市 民 体 育 館
化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
自然ふれあい館
サイエンスワールド

▽
奥
村
研
二
様（
土
岐
町
）

五
十
万
円
　
消
防
団
活
動
に
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来月のミニ展ご案内

図書館だより
◎問合せ　市民図書館 ☎68-5529

お 正 月 展お 正 月 展

図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
成
！

「
渡
辺
家
覚
書
」発
売
！

わ
た
な
べ

け

お
ぼ
え
が
き

瑞
浪
市
史
料
集
第
５
集

　（
読
み
下
し
文
）

一
　
当
亥（
今
年
亥
年
）冬
中
毎
夜
毎
夜
の
西
の
方
に

彗
星
立
つ
、
夜
四
ツ
時（
夜
十
時
頃
）西
山
端
に
は

い
る

そ
の
形
か
く
の
ご
と
し
。
　
　
　
　
　
　
お
よ
そ

長
さ

三
間（
６
メ
ー
ト
ル
）ほ
ど

寛
保
四（
１
７
４
４
年
）

延
享
元
　
甲
子
　
二
月
廿
九
日（
２
月
29
日
に
改
元
）

1月5日（土）～1月31日（木）
１月は、毎年恒例のお正月展を開催します。
2008年の干支は「子（ねずみ）」。
ねずみにちなんだマスコットや人形、いろんなお正月用品を展示しま
す。ぜひお越しください。
なお、展示出品にご協力いただける方は、12月27日（木）までに図書館
へご連絡ください。

市
民
図
書
館
が
改
修
工
事
を
終
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
間
に
傷
ん
だ
壁
紙
や
日
よ
け
を

全
面
的
に
取
り
替
え
、
完
成
し
た
と
き
の
よ
う
な
明
る

い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
１
階
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
と
郷
土
資
料

室
が
整
備
さ
れ
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
で
一
番

大
き
く
変
わ
っ
た
の

は
、
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
床
面
積
を
拡
大

し
、
一
般
書
コ
ー
ナ
ー

と
の
間
仕
切
り
を
設
け

ま
し
た
。
児
童
書
コ
ー

ナ
ー
で
の
読
み
聞
か
せ

が
、
一
般
書
コ
ー
ナ
ー

に
い
る
皆
さ
ん
に
気
兼

ね
せ
ず
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
図
書

館
を
、
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
よ
く
お
使
い
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
渡
辺
家
覚
書
」

を
、
左
記
の
と
お
り
頒
布
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
！

頒
布
価
格
　
３
、
５
０
０
円

発
売
日
　
平
成
20
年
１
月
５
日（
土
）
　

頒
布
場
所
　
市
民
図
書
館

　
彗
星
を
見
て
、
絵
を
描
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た

興
奮
が
、
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
か
。
270
年

も
の
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
ほ
ど
大
昔

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
近
い
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

は
、
肉
筆
が
活
字
と
違
っ
た
印
象
で
私
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
古
文
書
か
ら
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
喜
び
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
渡
辺
家
覚
書
」

　
　
　
よ
り
抜
粋
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生
涯
学
習
活
性
化
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

学
校
は
元
気
で
す
。

「
め
ざ
せ
化
石
博
士
！
」

明
世
小
学
校

「
コ
ー
ラ
ス
栄
」

歌
い
続
け
て
46
年
　

代
表
者

　水
野

　満
子

▲サイエンスワールドでレプリカづくり

▲土岐川での化石掘り

▲楽 と々移動できるピアノのまわりで練習

明
世
小
学
校
で
は
、
六
年
生
が
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
「
化
石
学

習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
く
に

は
化
石
博
物
館
や
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル

ド
が
あ
り
、
施
設
の
先
生
方
に
指
導
を

受
け
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
二
つ
の
体
験
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
明
世
町
で
発
見
さ
れ
た

世
界
的
に
有
名
な
古
代
貝
「
ビ
カ
リ

ア
」
や
草
食
獣
「
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
」

の
歯
の
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
で
す
。

同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
は
明
世
町
の
化

石
の
貴
重
さ
も
学
習
し
、
実
物
の
貝
の

化
石
や
鮫
の
歯
の
化
石
を
見
て
、
と
て

も
感
動
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
土
岐
川
の
野
外
学
習
地

で
の
化
石
採
集
で
す
。
化
石
の
掘
り
方

や
種
類
、
保
存
方
法
な
ど
も
教
わ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
実
際
の
活
動

で
「
や
わ
ら
か
そ
う
で
、
す
ぐ
に
採
れ

る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
案
外
か
た

く
て
掘
り
出
す
こ
と
が
大
変
だ
」
「
何

と
い
う
名
前
の
貝
だ
ろ
う
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
思
い
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

学
習
課
題
は
、
活
動
を
通
し
て
つ
く

り
ま
し
た
。
現
在
は
「
化
石
博
士
」
を

目
指
し
、
化
石
博
物
館
で
の
調
べ
学
習

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
課
題
を
追
究
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
コ
ー
ラ
ス
栄
」
は
昭
和

36
年
４
月
、
当
時
の
婦
人
会
活
動
の
一

環
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

「
栄
町
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
」
と
し
て

平
成
15
年
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

翌
年
か
ら
は
「
コ
ー
ラ
ス
栄
」
と
改
名

し
て
、
気
持
ち
も
新
た
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
61
年
に
25

周
年
記
念
演
奏
会
を
行
い
、
そ
れ
か
ら

は
５
年
ご
と
に
演
奏
会
を
重
ね
、
平
成

13
年
に
は
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

毎
年
６
月
の
瑞
浪
市
文
化
協
会
祭
、

９
月
の
東
濃
合
唱
祭
、
２
月
の
益
見
猿

子
村
祭
り
に
参
加
し
、
今
年
は
長
寿
会

福
祉
大
会
に
も
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

月
２
回
の
練
習
日
に
栄
町
公
民
館
に

集
ま
り
、
先
生
の
熱
心
な
指
導
の
も
と

に
発
声
練
習
か
ら
始
め
、
今
は
井
上
陽

水
の
「
少
年
時
代
」
や
金
子
み
す
ず
の

「
星
と
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
三
部
合
唱
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
均
年
齢
65
歳
の
私
た
ち
は
、
練
習

の
た
び
に
重
い
電
子
ピ
ア
ノ
を
大
勢
で

運
び
出
す
の
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。

こ
の
た
び
、
生
涯
学
習
活
性
化
モ
デ

ル
グ
ル
ー
プ
に
選
ば
れ
、
補
助
金
を
も

と
に
ピ
ア
ノ
の
下
に
ス
テ
ン
レ
ス
の
台

車
を
取
り
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

か
げ
で
移
動
が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
本
当
に
助
っ
て
い
ま
す
。

現
在
新
し
い
会
員
も
増
え
、
20
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
、
仲
良
く
、
楽
し
く
、
元
気
に
、
健

康
の
た
め
に
も
歌
い
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
、
施
設
な
ど
へ
の
出
前
奉
仕

も
積
極
的
に
行
い
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
合
唱
が
で
き
る
よ
う
、
年
齢

は
忘
れ
て
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

は ぐ く みは ぐ く みは ぐ く み 教育委員会
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　クリーンセンター内に、いつでも資源ゴミを出
すことができる『資源ゴミ置き場』があることを
ご存じですか？ぜひご利用ください。
【出すことができる資源ゴミ】
・ダンボール
・新聞紙
・雑誌
・その他の紙類
・古着

～　ゴミ出しルールを必ず守りましょう　～
◎問合せ　クリーンセンター　☎68-6010
　　　　　環境課　☎内線490

　放送大学はテレビ等の放送を利用して授業を行
う通信制の大学です。大学卒業資格（学士）取得、
キャリアアップ、生涯学習などさまざまな目的で、
幅広い世代、職業の方が学んでいます。大学や大学
院の授業科目を１科目からでも気楽に学べます。
　ただいま、平成20年度第１学期生（４月入学生）
を募集しています。詳しい資料を無料で進呈します
ので、気軽にお問い合わせください。無料体験学習
も随時実施しています。
・出願期間　12月15日（土）〜 20年２月29日（金）
＊大学説明会を、１月20日（日）13時30分より「多治

見市学習館」で開催します。
◎問合せ
　放送大学岐阜学習センター　☎058-273-9614

　　http://www.u-air.ac.jp

・日　時　12月24日（月・祝）
　　　　　（１回目）13時〜（２回目）16時〜
・場　所　地域交流センター｢ときわ｣
・上映作品　『硫黄島からの手紙』上映時間141分
・入場料　無料
◎問合せ　ＮＰＯ法人シネマネットジャパン中部支部
　　　　　シネマクラブ事務局　☎67-1107（曽我）

　12月31日現在で工業統計調査を行います。製造
事業所へ 12月から１月にかけて統計調査員（調査
員証携帯）が伺います。
　なお、今回の調査より調査項目の一部が改正され
ました。ご協力をお願いします。
◎問合せ　男女共同参画推進室　☎内線330

　市では水田転作作物として、大豆の栽培を奨励し
ています。この大豆の地産地消と食育推進を目的
に、次の体験教室を開催します。
・日時と内容
　【第１回】　１月20日（日）　９時〜 13時
　　　　　　豆腐づくり体験　料理実習
　【第２回】　２月24日（日）　９時〜 13時
　　　　　　大竹醸造（土岐市）見学

味噌づくり体験（仕込んだ味噌は持ち
帰りいただけます）、料理実習

＊原則として２回通じての参加となります。
＊エプロン、三角巾をご持参ください。
・場　所　地域交流センター ｢ときわ｣
・定　員　20人（親子での参加歓迎）
・参加費　2,500円（２回分）
・締　切　１月８日（火）までに電話・FAX で下記

までお申し込みください。
◎申込・問合せ　農林課  ☎内線476  FAX68-9862

・期　　間　１月６日（日）〜３月30日（日）まで
・展示内容　明治時代から大正時代に美濃で焼かれ

た上絵の小皿約430点を取り上げ、そ
の技法を紹介します。

・開館時間　９時30分〜 17時
　　　　　　（入館は 16時30分まで）
・入 館 料　一般300円、高大生200円、小中学生無料、
　　　　　　優待券（１年間何度でも入館可）1,000円
・休 館 日　１月14日、２月11日を除く月曜日、
　　　　　　１月15日・16日、２月12日・13日
　　　　　　３月21日
◎問合せ　岐阜県陶磁資料館（多治見市東町1-9-4）
　　　　　☎23-1191　FAX23-4538

・日　時　１月８日（火）　13時〜 14時
・場　所　保健センター
・内　容　物忘れが激しい・物を盗られたと騒ぐ・

興奮しやすくなった・徘徊・不潔行為等
の接し方・介護方法など

・担　当　精神科医師（大湫病院）
※前日までに電話予約が必要です。家族が代理で相

談いただいても結構です。秘密は厳守いたします。
◎申込・問合せ　地域包括支援センター☎内線157

クリーンセンターからのお知らせ みずなみ産大豆を使った
「こだわりの豆腐・味噌づくり教室」

放送大学学生募集

明治・大正の上絵小皿展

認知症相談日のお知らせ

「工業統計調査」にご協力ください

シネマクラブ映画上映会のお知らせ
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　市が平成20・21年度に発注する物品購入・製造
の請負・業務委託等の業者登録を受け付けます。
　詳しくは、瑞浪市ホームページをご覧ください。
・受付期間等
　【郵送の場合】
　　１月７日（月）〜１月31日（木）
　　　〒509－6195　瑞浪市上平町１丁目１番地
　　　　　　　　　　瑞浪市役所総務部管財課宛
　【持参の場合】
　　２月５日（火）〜２月15日（金）　
　　　　９時〜 16時（土日祝日を除く）
　　　　受付会場　市役所１階市民相談室
・提出書類　申請書、商業登記簿謄本、
　　　　　　市民税完納証明書など
　建設工事、建設コンサルタント業務の業種は、
岐阜県・市町村入札参加資格審査申請共同受付にて
審査しますので、詳しくは岐阜県ホームページ内、
「岐阜県・市町村入札参加資格審査申請共同受付」
でご確認ください。
◎問合せ　管財課契約係　☎内線341・342

　「岐阜県最低賃金」と「産業別最低賃金」が改定
されました。
　最低賃金は、常用・臨時・パート・アルバイト
などといった雇用形態に関係なく、すべての労働者
に適用されます。
　なお、最低賃金に反する労働契約は無効とされ、
最低賃金と同額の定めをしたものとみなされます。

＊業務によっては「岐阜県最低賃金」が適用されます。
＊効力発生日は業務により異なります。詳しくは、下

記までお問い合わせください。
◎問合せ　岐阜労働局賃金室　☎058-245-8104

　公職選挙法では、あいさつを目的とする年賀状・
有料広告を禁止しています。
◎政治家（候補者、候補予定者、公職者）が年賀状等

のあいさつ状を出すことは禁じられています。
　※答礼のための自筆によるものを除く
◎政治家や後援団体（後援会）が選挙区内の人に対

し、あいさつを目的として新聞、雑誌、テレビ、
ラジオなどにより、有料の広告（名刺広告など）
を出すことは禁止されています。
　また、政治家や後援団体
に対し、あいさつを目的と
する有料の広告を求めるこ
と、有権者が寄附を求める
ことも禁止されています。
違反すると処罰されます。
◎問合せ　選挙管理委員会事務局　☎内線271

　最近、社会保険事務所の職員等を装い、｢医療費
の還付金があるので、銀行等の ATM に行って電話
をしてください｣「年金の払い過ぎがあったので、
指定の銀行口座に振り込むように。振り込まない場
合、次回の年金支払いを停止する」といった電話や
文書が届いたり、｢医療費の払い戻しや年金を増額
するための手数料が必要｣ と、自宅を訪問するなど
の不審な行為があり、被害も発生しています。
　社会保険庁や社会保険事務所では、このような請
求手続の依頼は行っておりません。
　銀行口座等の個人情報を教えたり、金銭の振込を
したりすることのないようご注意ください。
　不審に思われる訪問者や電話等による照会があっ
た場合は、その場で対応せずに、相手の所属と氏名、
連絡先を確認いただき、お近くの社会保険事務所等
にお問い合わせください。
◎問合せ　多治見社会保険事務所　☎22-0255

・日　　時　１月26日（土）　17時30分〜
・場　　所　クリスタルパーク恵那スケート場
・参加資格　市内在住または市内に勤務している方
　　　　　　（オープン競技で小中学生の部もあり）
・申込み　１月11日（金）までに、体育協会各支部へ
◎問合せ　スポーツ振興課（市民体育館）☎68-0747

地域別最低賃金
岐阜県最低賃金

時間額
685円

県産業別最低賃金
陶磁器・同関連製品、耐火物製造業
紡績業
電気機械器具、
情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業
自動車・同附属品製造業
航空機・同附属品製造業

時間額
714円
700円

758円

796円
849円

日額
5,708円

―

―

―
―

社会保険庁職員を装った不審な電話にご注意を！

市民大会スケート競技会のご案内

入札参加者受付のお知らせ

最低賃金改定のお知らせ

候補者も有権者も、ルールを守って
明るい選挙を実現しましょう
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2007年12月1日現在（カッコ内は前月比）人口＝41,776（－11）世帯数＝14,664（－2）

　休みの間は、市役所宿・日直で受け付けています。
◎問合せ　市民課　☎内線105

　12月28日（金）17時15分までに電話予約をすれば、
休み期間中に市役所日直（８時30分〜 17時15分）で受
け取ることができます。
　なお、その他の証明は行いません。
◎問合せ　市民課　☎内線105

・可燃ごみ　年末は 12月31日（月）の地区まで収集
　　　　　　年始は１月４日（金）から収集　
・不燃ごみ　12月28日（金）の地区まで収集
・資源ごみ　12月28日（金）の地区まで収集
◎問合せ　クリーンセンター　☎68-6010

　12月28日（金）16時まで持込み可
・可燃ごみ　　

クリーンセンター　☎68-6010
・資源ごみ
・不燃ごみ　　不燃物埋立処分場　☎68-3029
※大きな物は小さく壊してから持ち込んでください。

　年末年始の漏水、排水管のつまり等の修理は、最寄
りの指定工事店または市役所の宿・日直へご連絡くだ
さい。
◎問合せ　上下水道管理課　☎内線242
　　　　　上下水道建設課　☎内線125

・年末最終の引取日　12月25日（火）９時〜 11時
・年始最初の引取日　１月７日（月）９時〜 11時
※引取日以外は、犬・ネコの引取は一切行いません。
◎問合せ　東濃保健所　☎23-1111

・年末の作業は 12月28日（金）まで行いますが、混雑
が予想されるため年末収集を希望される方は 12月
20日（木）までにお申し込みください。

・年始の作業は１月４日（金）より行います。
◎問合せ　㈲中部環境　☎67-0385

市役所の一般業務は 12月28日（金）で終了し、年始は１月４日（金）から行います。

土岐市・瑞浪市休日急病診療所　☎59-1500
●年末年始の診療
　12月30日（日）〜１月３日（木）

・所在地　土岐市駄知町
　　　　　　1272-5
・診療科目　内科・小児科
・診療時間　９時〜 18時
・受付　17時30分まで

●休みの日の急患で困った時は、
　市救急医療情報センターへ　☎68-3799
　　休日診療・夜間在宅当番医院をお知らせします。

　診療時間：９時〜 15時　※当日電話予約が必要

瑞浪市役所
ハートピア
共同福祉施設
地域交流センター「ときわ」
総合文化センター
市民図書館
自然ふれあい館
陶磁資料館
化石博物館
市之瀬記念美術館
地球回廊
市民体育館
サイエンスワールド
美濃焼プラザ
斎場

12月29日（土）～１月３日（木）

12月28日（金）～１月４日（金）

12月28日（金）～１月３日（木）
12月30日（日）～１月２日（水）
12月31日（月）～１月１日（火）

期日
12月24日（月）
12月30日（日）
12月31日（月）
１月１日（火）
１月２日（水）
１月３日（木）
１月４日（金）

在宅当番医院
中垣小児歯科
サン歯科
土岐歯科医院
加藤歯科医院
グリーン歯科水野
ホワイト歯科矯正歯科
後藤歯科医院

電話番号
67-1688
64-2226
68-2306
67-0648
67-0007
68-1066
67-1005

駄知町
駄知支所

〒

休日診療所

とき陶生苑 旭ヶ丘
団　地

セラテクノ土岐

どんぶり会館

至瑞浪

至多治見

稚
児
岩
大
橋

戸籍の届出（出生 ･死亡など）

住民票の発行

ごみの収集

ごみの持ち込み

水道・下水道の緊急修繕

犬・ネコの引き取り

し尿汲み取り作業・受付

｝

年末年始の業務のお知らせ年末年始の業務のお知らせ

年末年始の急病

年末年始の歯科休日在宅当番医

年末年始の業務のお知らせ

公共施設の年末年始のお休み
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